

































1 . 1 . 子どもが主体となる理科
「理科の授業が楽しい」「理科って面白い」「理科が
好きだ！」そんな思いの子どもが一人でも多く育って
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図4 様々なものを水に溶かした結果の教室掲示
次に，生活経験とつなげるためにも，身近なもので
水に溶かしてみたいものを実際にとかしてみた。事前
にとっておいたアンケート（水にとけやすいものを書
きましょう）に書かれていたものを準備しておき，小
グループ (4~5人）でとかしてみたいものを 2つ選
びとかしてみた) :zコア，ゼラチン， ミョウバン，味
の素片栗紛コーヒーシュガーをとかしてみたいと
いうことになり，実際にとかしてみにその結果ゼ
ラチン ・片栗粉はとけない，味の素 ・ミョウバンはと
けるということがすぐにわかっt~ しかし，コーヒー
シュガーはとけているが底の方にしずんでいるのでは
ないかという意見が出た。そして，ココアについても
とけているという子どもと， とけていないという子ど
もとに分かれにしかし， しばらくたっとそこに茶色
いものがしずんでいるのを発見し，ココアはとけてい
ないのではという意見も出てきた）今回実験に使用し
たのは， ミルクココアであったためミルクとココアに
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分離してココアがしずんでいるのではないかというこ
とになった。また他に，入れすぎたからとけ残ったの
ではないかという意見も出たため，この意見を取り上
げ，「溶ける量に限界はあるのだろうか」という課題へ
と学習がつながっていった。
本単元でイメージ図を用いて予想した場面は，もの
が水に溶けていくようすを考える場面であった。いき
なりイメージ図を描くのは難しいかと思い，まず，食
塩少量を lmのアクリルパイプに入れ見えなくなって
いく様子と，ティーバッグから食塩が溶け出すシュリ
ーレン現象を演示で見せた。実物投影機 (ICT機器）
を活用して全体で共有できるようにした。子どもたち
は，「すごい，モヤモヤが見える！」と興味津々といっ
た様子で，食い入るようにこの2つの実験を見ていた）
この後で食塩のとけていく様子をイメージ図に描かせ
図5 水に溶ける様子のイメージ図
4. 授業の考察
た。すると，底
の方にたまって
いるというイメ
ージをもってい
る子どもが多い
ことがわかった。
均ーに広がって
いるというより，
底にたまってい
るというイメー
ジをもっている
ようである。
たくさんの種子や水に溶かすものを準備したり，資
料や演示実験をしたりすることによって，子どもたち
の関心を高め，学習を深めることにつなげられたと考
えている。
具体的には「植物の発芽と成長」で記述したように，
種子に含まれる栄養についてヨウ素デンプン反応を利
用して実験したときには，インゲンマメの胚と胚乳，
皮の部分に分けてヨウ素液をかけて反応を見ていた場
面である。このように実験をすると細かな部分まで意
識して観察することができたのは，たくさんの種子を
準備したり ，各自が調べてきたことを交流することで
知識を共有し合ったりしたことにより，より詳しく細
部にまでこだわって調べてみようという雰囲気が生ま
れてきたのだと考える。
また，それぞれの知識を交流し合うことで，疑問が
生まれ，議論となる。より納得のいく根拠を求めて議
論の場が生まれていく。議論したことが本当なのかど
うかを確かめたくて実験を行う。実際の目で見て納得
をしたときに実惑を伴った深い理解となるのであろう。
「もののとけ方」において，はこれを均ーに広がっ
ていると理解させるにはどうしたらよいのだろうど悩
んでしまった3
これらのことから，子どもたちは自分のもっている
知識と他者から教えてもらった知識自分の目で見た
事実や今までの経験を根拠として，新たの疑問点につ
いて考えている。事実と根拠を基にした他者との交流
が，より科学的に思考する子どもの育成につながると
いえるであろう。
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図6 根拠を基に話し合う
5 成果と課題
科学的な思考で追究し続ける子どもの育成をめざし
て研究し続けている。子どもたちにとっては，まず，
ものと触れ合うことが何よりも楽しく興味を引き，関
心を高めているといって間違いないだろう。ものと触
れ合い自由試行することで現象を体験し，その体験が
根拠となって思考するとき科学的に思考しているとい
えるのではないかと実惑しt~ 子どもたちの体験と知
識が，多ければ多いほどより客観的な考えとなり得る
のである。そして，他者と交流することにより，より
筋道立った考えへと変容していくのである。他者と交
流しながら思考することは， 一人で思考するとき以上
に科学的に思考するようになるのである。
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